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地域 ブラン ド構築のための

住民 と生産者の連携 に関する研究

一国道230号 沿線 の新規 ブラ ン ドのためのイメージ作 り一

加 藤 由紀子

鷹.は じ め に

r住んで よ し、訪れ て よしの国づ くり」 は、2003年4月 に発 行 されたr観 光立国懇談会」(座 長 ・

木村 尚三郎東大名誉教授)の 報告書 の副題 である。観光立圃の基本理念 として、マス ツー リズムに

代わ り観光者が主体 となる 「薪 しい型 の観光 」の促 進 と、地域資源 を活用 した 「持続可能な観光」

を念頭 にお いた、地域住民 が主導 的に展1箔する 「自律 的観 光」の実現化 を函る ことが盛 り込 まれて

いる。 その3年 前 の2000年 には、「21世紀初頭 における観光振 興方策」が答申 され、「観光客が訪れ

てみ たい 郵まち遷 は、地域 の住民 が住 んでみたい 縁 ち三 である との認識の もと、従来は必ず しも

観光地 と しては捉 え られてこなかった地域 も含め、当該地域の持つ 麟然、文化 、歴史、産業等あ ら

ゆる資源 を最大 隈に活用 し、住毘 や来訪者の満足 度の継続、資源の保金等の観点か ら、持続的 に発

展で きる 『観光 まちづ くり選 を、 獺 光産業 中心壽 に偏る ことな く、 『地域住民中心』 に軸足 を遣 き

なが ら推進す る必要 がある(答 申第45号)」 と 「観光 まちづ く り」が提唱 されてい る。

そ の後 「住 んでよ し、訪 れて よし」は まちづ く りのキー ワー ドになった。観光分野だ けでな く、

様 々な取 り継 みが各 地で行 なわれているが、やは り過疎化 に悩む串 山間地域や空洞化が進む申心甫

街地 な ど、多 くの地域 において交流入目 を増 や して、地域 をiu性 化するための手段 として、観光へ

の期1が 大 きい。

その際に よく湖題 になるのは、 自分 の住んでいる まちの魅力 についての認識の低 さであ る。2004

年 に行 なわ れた 「観 光立国 に関する特別世論 調査jDで は、「住 んでい る地域(市 区町村)は 、多

くの人が佳 んでみ たい、訪れて みたい と思 うような魅力 的 なところだ と思 うか」 とい う問いに対

し、「魅力 的な ところだ と思 う」 とu答 した人が半数(48.8%)を 占めたが、「魅力的 なところだと

思わない」 も、半数 近 く(45.6%)の 人が そ う答 えてい るこ とが分か った。 また、旧 本国内で、

佳 んでいる地域 以外 に、訪れてみたい、住んでみたい と思 うような魅力的 なところ く市 区町村)は

あるか」 とい う問いに対 しては、「他 にも魅力的 なところがあ る(73.2°0)」 に餐 し 「他 には魅力的

な ところは ない(!9.4%)」 と、 自労の往 んでい る所への こだわ りが強 く兇 られず、他の まち など

の方 が良 く見える傾 向がみ られ る。

まちづ くりには、地域 住民の主体的 な取 り,gみ と、様 々な地域資源の活用が基本 となる。先行箏

例 の多 くは、地域 資源の喪央な どに危機感 を縛 った地域の人達が、有志 を集め 、保全 などをす る組

織 を立ち上げ、それ らの取 り維みの中で、資源の保全 と並行 しなが ら利活用 に様 々なzを してき

た。それ らの取 り組みが持続的 に行 なわれて きた結果 、大 きな交流 入口を呼 び、毅 しい観光地が形

成 された り、伝統 的観光地が再生 されて きた。 しか し多 くの市町村 で、 このような取 り組みが行 な

われていて も、必ず しも交流入 口の増加 に結 びつかず、生か しきれない所が多 いのが現実 である。

そのLと しては様 々あ るだ ろうが、「まちづ くりへの合意形成の難 しさ」 「資源 の認識 の欠如」
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r源 と来訪 者の期待 との ミスマ ッチ」「リーダー シ ップを とる人材 の不足」 な どが多い と思われ

る。誰 しもが 自分た ちの地域の向上 を願 ってお り、その ような中、地域活姓化 に少 しで も役立 ちた

い と考 え、北海道観光 を支 える道民の交流需要 に、 グリー ンッーリズ ムが どの ように関与で きるか

を模索 してい る中で この研究が始めた。

2.北 海道 のグ リーンツー リズム

〈1>北 海 道 の グ リー ンツ ー リズ ム の現 状

グ リー ンッー リズム とは 「農 山漁村 地域 において、自然 、文化 、入々の交流 を楽 しむ滞在型 の余

暇 活動2>で あ る。具体 的な活動内容 としては、当初 のグ リー ンツー リズムの、「農業 ・農村の活

雛化 」や 「自然 ・景観 ・文化 な どの農業 ・農村 の多面 的機能の保全」 「都市往 民のゆ と りある余 暇

活 動」 とい う都市住民 の論理で展開 され ていた ものか ら、「直売所 での農産品の購入や祭 りやイベ

ン トへの参加」細 植 え ・稲刈 りなどの農作業へ の参加、市民農 園の利幣な どの農業 ・農村体験 」

瞠 校 教育の一環 として行われ る農業 ・農村体験 」 も含めて 、広 く都市 と農村の交流一般 を意味す

る概念 として理解 され るように なって きた。

加 えて 「農林漁業体験民宿への宿泊 を通 じた農林漁業や人 々との交流」や 「棚覆 オーナー制度や

ワーキ ングホ リデー等の交流」「地産地 消や食育 との 関わ り」 が)111わり、農1!」漁村 の体験 を含 まな

い滞在や、実際 に労働や資金 など経済的 な支援 など、 さらに幅広い交流 になってきてい る。

北海遵 におけるグリーンツー リズ ムは比較的早 くにスター トしたといわれ ている。特 に、第5期

北海 道総 合覇発計画 の蓋 本的N標(1988-1997=1度 ・1988'#)の 騨戸の施策 の基本 的考 え方で 、

「都窃住 民 と農111漁村伎民 との広域 的な交流 によ り都市 田園複合 コ ミュニテ ィを展開 し、豊窟 な国

土 資源 を生か して生産 、生 濡にかかわ る諸活動 の活性 化 を図 る」 との一文 があ る。ヂ都甫 田園複合

コ ミュニテ ィは、都辮 の活力 や利便牲 と繍園生活 のうるおいや 自然 とのふれあいの共膚 を 欝指す も

のであ り、道外 や海外 を含む地域外 か らの多様 な人々の来訪を促 し、国民全体 の余暇活動 や国際 交

流 な どへ の審与のほか、これ らの人々 との接触 を通 じて、地域社 会に清新 な文化 的刺 激 とビジネス

チ ャンス をもた らす もの と期待 される」 と、グ リー ンツー リズムに早 くか ら注 目していた ことが分

か る。

多方(2000)は1992年 鎗月時点で、北海道 には農轡 地域拠点宿泊 施設が127カ 所、 ファームイ ン

5カ 所、 オーrヤ ンプ場が35カ 所あ った と述べている。農林水 産省の新政策 「新 しい食料 ・農業 ・

農村政策の方向」の発表が漁92年6月 、農山漁村地区の活姓化、都"r}Iiと農山漁村の共存関係の構 築

を政策 と して打 ち出 し、グリー ンツー リズ ムを提噛 した 「グリー ンッー リズム研究会中問報告」 は

綱年7月 であ ることか ら考 えると、北海道 におけ るグリー ンツー リズ ムの展開は早 く、特 に宿泊 を

中心 と して発達 して きた可能牲が高 い。

北灘道 のフ ァームイ ンは、農家民宿 との境界線が年 々明瞭で はな くなって きた ものの、 どちらか

という と、民宿型 、別荘型 、ペ ンシ ョン71!1など、都会住畏 と農家の濃密 な人 的交流 とい うよ り、都

会催民 の余暇活動 の延長線上 にある と考 え られ る。

住腰 ス タイルを例 に とる と、螺ヒ海 道は防寒 の癬 か ら農家独 自の ものは少 な く、農家以外 の民家 な

どと共通 して いる ものが多い。本州や九州の 日本 の原風景の ような景観 のなかで、100'な どの

古 い民家や茅 葺屋根 な ど特徴 ある建 築物 、 こたつやいろ り端 な どのあつ らえがある本州 や九州 、四

国な どの農家民宿 とは大いに異なる。
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また農村 が保持 してい る農村 文化 も、開拓の歴 史は140年 ほ どあ るもの の、地域文化 として は、

本州や四国 ・九粥 などに比べ ると、まだまだ伝続的 なもの というには浅 い。 この ような特徴 を持つ

北海道の グリーンツーリズ ムは、農業の形態や農村文化の違 いのみ ならず、生活の土台 となる地域

形成 などか ら、北海道 は本弼や九州 などの交流 モデルとは異 なるで あろう。

現在北海道での グリー ンッー リズムの取 り組 みは、石狩 、後志、空知、上111、十勝、網走支庁管

内 において盛 んであ り、fib{」{村へ の移住者や地域 の先導 的な実践者 によ り始 められ た所 も多い。その

中で も空知支庁が北海道金体の4分 の1を 占め、ファームインの8割 近 くが 、また農業体験の5`ail

が空知支庁 に集約 されて いる。 グリーンツー'Jズ ム特Cの 認定 を受 けている長沼 町の、町 をあ げて

の取 り組み は大 き く、ファームインや農業体験 の多 さは群 を抜 いている。

もともと空知支庁 の農業 は、稲作が 中心で あるが 、野菜や花 な どの近郊農業 も展開 されてお り、

農業産 出額 は金道の約1割 を占めている。札幌 圏に比較的近 いことから、農朧物の薩売や農作業体

験 などの取 り組みが盛 んで あ り、 さらに岩見沢市栗沢 の 「クラインガルテン」や深用市 の 「アグリ

工虜 まあぶ」 などの都市農村交流施設 も早 くから設置 されている。

北海遂 には2007年 末で延べ2084件 の グリー ンツー リズム関連施設が あるが 、北海道の 人口の3分

の1を 占め る札幌市周辺 には、空知支庁549件 、腿振支庁112件 、石狩支庁263件 、後志支Jr179T`-Fと

半数近 くの グ'J一 ンツー リズム関連施設が ある。札幌毒が属す る石狩支庁 ではファームインの登録

はな く、観 光農園57件 と市Eatsfi'〈園の40件 は全道 では最 多であ り、薩売場 も窒知支 庁に継 ぐ197件 と

札幌市 とい う大都寮 圏の ニーズに合 わせ た ものになっていると思 われる(表1>。

それぞれの施設で展 開されている ものの具体 的な内容 としては、叡穫 など畑作体験 ・稲作体験、

酪農作業体験 、農業施設晃学 な どの 「体験兇挙」、イチゴ摘 み、ブ ドウ狩 り、サ クラ ンボ狩 り、 リ

ンゴ狩 りな どのr果 物収穫」、アイス クリー ムやバ ターな どの乳製鍼加工 や、ジ ャムや ソーセー ジ

などの食ranra加Tほか、草木染 め、 ドライフラワーな どの工芸品の 「工房体験」、乗馬 をは じめ と し

て、羊 や牛 な どとの 「動物 とのふれあい」、 さ らに、カヌー、釣 り、歩 くスキー、ゲー トボー ルや

パ ークゴルフなどの 「スポーツアクテ ィビテ ィ」、な どであ り、多 くは直売所 を併設 して いる。

(2)北 海 道 民 の グ リー ンッ ー リズ ム の認 知 度

北海道で は2004年3月 に 「北海道 グ リー ンツー リズム推進計画」 を策定 し、それに蛇 しての道民

意向 を孝巴握す るために、 「道民 意識調査」3)を 行 なった。

それによると、「グ リー ンッー リズム」 の認知度 は、ジ知 らない」 が約85%と なってお り、まだま

だ定着 したとは書 えない状況 にある。 ただ、2005年U月 に内閣麿が行 なった 「都市 と農 山漁村 の共

生 ・対流 に関す る世論 講査」む による と、「都市 と農 山漁村 の共生 ・対流」 とい う取 り組み を知 っ

ているかFい た ところ、「陣いた ことが あ り,敏 組 の内容 も知 っている」が5.1%、 「聞いた ことは

あるが、取 組の 内容 までは知 らない」 が15.6%、 「聞い たこ とが ない」が73.8%と な ってい るの

で、北海道民 の認知度が一概 に低 い とは欝えない。

「グ リー ンツー リズ ム」 の興味の度合い につ いては、前述の道民意識調 査では 「非常 に興昧が あ

る」が13.5°.'0、「少 し興味が ある」が56.3°roで、 およそ7割 が興味 を示 している。一方、内 隠府 の

調査 では、「都 市 と農 山漁村 の共生 ・短流」 といった毅 しい ライフスタイルに関心があ るか 聞いた

ところ、「関心が ある」 が24.5%、 「どち らか とい うと関心 がある」が27.9%と 、合計 は5割 で興昧

や関心 の度合 いでは、北海 道のほ うが高い。
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表1グ'J一 ン ・ツ ー リズム関連 施 設数(支 庁別)(平 成20年 肇月1日 現在)

支

庁

名

施

設

数

フ
ア

1
ム

イ
ン

レ

ス

ト

ラ
ン

農業

体
験

観
光
農
圏

農 力羅
産 工
物 体

験

直

売

所

乗

馬

市
浅
農
園

農
村
公
園

そ

の

他

石狩 263 0 8 67 57 15 197 7 畦0 2 6

渡島 138 0 1 23 16 7 73 5 4 11 40

檜山 50 0 1 2 6 1 22 2 1 8 16

後志 179 5 13 85 42 15 85 1 2 20 71

窒知 549 176 9 34 31 25 249 2 6 20 40

上川 237 12 !3 54 29 37 136 3 2 24 39

留萌 43 0 0 2 16 4 26 0 1 4 11

宗谷 37 1 圭 10 4 5 13 1 ! 11 10

網走 !64 8 10 37 25 36 79 5 5 9 37

胆振 112 U 7 5 26 9 78 5 11 5 11

日高 31 1 3 5 0 2 12 8 1 4 6

十勝 173 10 22 37 17 35 71 11 4 20 63

釧路 so 7 6 20 1 15 31 12 4 2 !7

根室 28 3 1 8 0 7 9 4 0 ! 13

Total 2084 223 9 goo 270 213 108! 66 82 144 380

注〉受 入施設等の内訳は延べ件数 である。

出所)グ リーン ・ッー リズム関連施設調査(2008)北 海道。

また 、 農 由漁 村 で休 暇 を過 ごす こ と につ い て は 、 前 一,が 「%1:」F'過ご して み た い 」 が12.6%、 「で

きれ ば 過 ご して み た い」 が49.2°0と 、 参 加 意 欲 は6割 を超 す 。 後 者(緒il市 と農 山 漁 村 の 暴≒生 ・対

流 」 とい っ た新 しい ラ イ フ ス タ イ ル を 麟分 で 実 践 して み た い とい う願 望 が あ るか 聞 い た と こ ろ、

「あ る 」9.9%「 どち らか とい う とあ る」20.1%で あ っ た)と 姥 べ る とほ ぼ倍 近 い。

こ の よ うに 、北 海 道民 の グ リー ン ツ ー リ ズ ム に対 す る関 心 は高 い。 実 際 に グ リー ン ツ ー リ ズ ムの

内容 に 踏 み 込 ん で み る と、北 海 道 の 調 査 か ら は、rグ リー ン ツー リ ズ ム」 か ら遮 想 す る イ メー ジ と

して は 、Cみ ど りと や す ら ぎ」(44.7%)、 「都 市 の 人 と農 山 漁 村 の 人 との交 流 」(39.1%〉 、 「野 菜 や

果 物 σ)戯売 」(31.4%)な ど で あ り、 体 験 の 形 態 に つ い て は、 「111人で(あ る い は 家 族 や友 入 岡 士

で)1ヨ 的地 に行 き、体 験 した い」(48.9%)が 最 も多 い。

ま た 、Xtiu3す る 体 験 日 数 に つ い て は 「2～3泊 」(52.3%)、 「1泊 」(16.4%)、 「iヨ帰 り」

(14.7%)、 「4泊 以 上 」(6.0%)な ど と な っ て い るが 、 これ らは(財 〉 都r15農 由漁 村 交 流 活 性 化 機

構 が行 な っ た 、 首 都 圏30km(rl内 に居 住 す る40歳 以 上70歳 未 満 の 男 女 に よる ヂグ リー ン ・ツー リ ズ

ム ニ ー ズ調 査(交 流 意 向調 査)」S>の 結 果 と類 似 して い る。

次 に 、 農 由 漁 村 で 体 験 す る 、体 験 を鍵 供 す る こ と に 関 して興 味 の あ る も の と して は 、 「野 菜 や 果
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物 の も ぎ取 り」(49.4%)、 「チ ー ズ ・バ ター ・ア イス ク リー ムづ く り」(37.5°o)、 「森林 散 策」

(36.3%)、 「そば うち」(24.5%)な どで あ り、特 に上位 に挙 げ られた 「野菜や果物の もぎ取 り」、

「チ ーズ ・バ ター ・ア イス ク リー ムづ く りJな どは、 どち らか とい うと農業体 験 とい うよ り、 レ

ジャー感覚での参加 に近い。

この ような ことか ら、北海道で はグリー ンッー リズムとい う名称の使用如何 を問 わず、都市住幾

はもぎ取 りや食晶加 工体験 な どに古 くか ら親 しんで いた と思われ る。 グリーンツ,aズ ムの認知

疫 と興味 ・関心の度含 いの差 は、 グ リー ンッー リズムが オルタネィテ ィブツーリズムとい う新 しい

概念 と して捉 え られ ている部分の差 ということなのだろ う。

道内入 目の3分 の1を 占める札幌市 は、「地域 ブラ ンド調奮2008(ブ ラ ンド総合研究所)」 で 、全

国で最 も魅力的 な毒 区町村 に3年 連続 で選 ばれてお り、まちのイメージ としては、綴 光 ・レジャー

の まち」であ る とされて いる。札幌市 罠の観光 ・Lジ ャーが どの ようになってい るかを直接示す

デー タはない ものの 、道央 圏屠住者が6割 を占める遵内観光客動態 調査報告書(2003年 ・北海道)

か らその姿 を追 ってみる と、 自家用 車を利 用 した家族 旅行や5入 以下のグループ旅行 で、 段帰 りも

しくは1泊2日 、行 き先 については遠い ところでは留 蕩 ・上 用支庁 、近場 では、胆振 、石 狩、後志

支庁 といった傾 向が見えて くる。 北海道の ドライブ旅行における走 行距離は本弼 と比較 する と長 い

と考え られ るの で、「安近 短」傾向 とは一概 には簿えないが、比較 的近場 を中心 と した ドライブ旅

行が多い ことが推測 で きる。

多種 多様な観光資源 を持 ってい る北梅道の グリー ンツー リズ ムでは、交流 を見込める都 市住 民 と

しての道外客や外国人旅行客の客在 もあ るが、参加す る都市住民の多 くは、札幌 を申心 とした道央

圏である と言え るだろ う。 もともと自然景観な どが、大都市 としては恵 まれてい る札幌甫民に とっ

ての グリー ンツー リズ ムのニーズは、 レクリs一 シ ョンとしての野外活動で、賭間消費型 グリー ン

ッー リズムでは ないか と考 える。

(3>札 幌 市 の グ リ ー ン ツー リズ ム資 源

グリー ンツー リズ ムとは 「農 由漁村地域 にお いて、 自然、文化、 人々の交流 を楽 しむ滞在型の余

暇活動」であ ることは瀞述 したが 、ここでお膝元 の札幌市のESil3-<_.につ いて触 れてお きたい。

札幌市 の農業 は明治初期 のfirJ拓の歴 史に始 まる。 開拓使が設琶 され、アメリカからタマ ネギの種

子 や リンゴ、 ナシ、 ブ ドウな どの菌 木 を輸入 し、札 幌官 園で牛、馬、羊 な どを飼育 して きた。水

稲 、畑作 から園芸農業 に変化 して きた現在 では、タマネギ、バ レイシ ョ、ホウ レンソウ、 レタス、

カボチ ャ、スイカ、メロ ン、イチ ゴのほか、 リンゴ、サクラ ンボな どと、ライラ ック、 ミステ ィー

ブルー(ハ イブリッ ドス ターチス)、 宿根 カス ミ草や鉢花な ど花卉栽培 も行 なって いる。1960年 に

ピー クを迎 えた農家 数 も、2005年 の農業 セ ンサスに よると、総農 家数1121戸 中、販売農家数 は772

戸 、 自給 的農家 数は349A、 土 地持ち非農家数は401戸 に減った。農家は主に珪ヒ区や東区、南 区に点

在 し、 この三つの区で総農家数の半数以上 を占めている。そのなかで今測調査 を実施 した、爾 麓の

販売農家数は148戸 、 自給 的農家数は63i=、 土地持ち非農家数は26pと なっている。

農家戸数の滅少は、やは り高齢 化が大 きい といわれ る。ち なみに農業従事者等の平均年齢は北海

道で54。8歳、札幌市で59.2歳 、南区で61.5歳 に なる。基幹的農業従事者の平均年齢は北海道で55.6

歳、札 幌事で61.9歳 、薦区で64.6歳 であ り、後継著がい ない農家 も多い と聞 く。

また、経営 耕地癒積 と1経 営 体当 た りの経営耕 地面 積 につ いては、札幌市 で2284ha、1経 営体
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当た りの経営耕 地面積 は291haで あるが 、北 薩や東 区、手稲 区 と比べ、南区は農業従事者が多い割

には経営耕地廊積 は169ha、!経 営 体当た りの経 営耕 地面積 は113haと 少 ない。

札幌帯 の農業者経営耕地 は、都市化が進行 し、農地の 閣発や農家 と住宅の混住化 などで減少す る

一方 であるが
、併せて耕作放棄地 も増 えてお り問題 となってい る。

2005年 農林業セ ンサ スに よると、耕作 放棄地 は、北 海道全体 で4066経 営体 ・8760haで あ るが、

札親市 は138経 営体 ・!28haで 、特 に南区は杓 幌市の 中で一 番状況が悪 く、33経 営体 ・29haで あ る

とい う。南 区の砥 山や豊滝、小金湯の農家で ヒアリング したところ、や は り高齢化 と後継者がい な

い こ と、家族の介護で農地が なか なか管理で きない など、農家が抱 える共通の簡題が浮か び上が っ

た。

後継者不足の塁要 な要 因と して、 この地区 に限 らず農家の所得が低い ことが挙げ られ る。 ちなみ

に、農1物 販 売金額につ いては、販--JG無しの[iitflt家を除 くと、札 幌南で は200万 円未満 の農家が半数

近 くであ り、南 区は6割 近い。

今 回調査 を した札幌市爾匿南酉部 は、豊平用が形成す る扇状地のか なめ部分 にあた り、平地部分

が少 ない。そのため集落 も含めて豊平lilyい に細長 く連な り、作付獅積が狭 くなっているが、その

代 わ りに水資源 は豊かで、 白川地区は札幌市の基導1李浄水場 とな ってい る。平均気温 もrh街 地 に比べ

/-2度 低 く、冬場の降雪量 も多い。 また叢平川上流には、札幌市の奥座敷 と呼ばれている ヂ小金

一〇.i3�と「定 由渓」の二つの灘泉があf)
、小金湯には札幌市のア イヌ文化交流施設 「ピリカ コタン」、

rノ ースサ フ ァリサ ッポ ロ」 などの小動物 とのふれあい施設 、乗馬 、パ ー クゴルフ場 な ど観 光資源

も整 ってい る。

該当地区では市内で も冷涼 な気候 を生か して、水 稲、バ レイ シ ョ、豆類のほか、 トマ ト、ナス、

ピーマ ン、 キュウリ、ホ ウレンソウ、 カボチ ャ、 トウモ ロコシ、 アスパ ラカス、大根 、人参な どの

野菜類 とイチ ゴを生 産 して いる。特 にイチ ゴを手が けている農家 は札 幌宙で は圧倒 的 に爾 区に多

く、栽培面積 も広い。

さ らに果樹 も多 く、石狩支庁 の果樹 栽培 農家数での札幌 市南 区が 占め る割合 は高い。サ クラ ン

ボ、 プルー ン、 プラム、モモ、ブ ドウ、洋ナ シ、千両ナ シ、 リンゴと多pp種 で種類 も多い。 この地

区で は山裾 に果樹 園が広がるため、畑の標高に より霞照や気 温の違いで、収穫 時期が週単位 で異な

る(表2)。

しか し、果樹 を含めて作付細積が狭 く、ロ ッ トも小 さいた め、1907人 近い札 幌 とい う大消 費地

では少貴少生魔では不利 を否めない。通年ベースで イチ ゴを栽培 している他J業 か らの参入 フ ァー

ム を除 き、パー クゴル フ場や レス トラン、釣 り堀 な どのア クテ ィビテ ィな どをif-一,している農家 も

あ るが、果樹 を中心 とした農家は もぎ取 りや庭 先販 売の果樹 園をメイ ンとしている。一方果樹 以外

の農家では、独 麹の販売網を持つ農家 もある一方、JAの 直売Pli'や霧場 が主なiii荷先 である。加工

品 と しては、 リンゴやブ ドウ、プラムな どがジュースやジ ャム、梅 や根 菜類 な どは漬物 となってい

る。

生産鍛が少ないため差別化が必要であるが、札幌 では余市 、仁木 な ど同 じ作物 の一大生麗地が あ

り、 さらに リンゴは青森県か らの移入 も多 く、生 産物 のみの差燐化 は難 しい と考 える。 食の安全 ・

安心は消費者に とって最大の関心事ではあるが、エ コフ ァーム認定 の取得 や独 自の農法 での栽培 な

ど、 こういった農家 の 自助努力が、 もはや特化 の条件 にはな りに くくなってい る。 この ようにグ

リー ンツー リズム としての条件 もそろっているこ とか ら、札 幌 という大都市 の市街地 の南 のエ ッジ
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表2販 売農的の作物の作物溺作付(栽培)農家数 と作付(栽培)面積(果 樹)

単位:農 家数(戸)栽 培面積(ha)

市町村名

ぶ どう りんご 日本 な し その他の果樹

露地 施設 露地 露地 露地 施設

栽
培
農
家
数

栽
培
弼
積

栽
培
農
家
数

裁
培
面
積

栽
培
農
家
数

栽
培
灘
積

裁
培農

家
数

栽
培
悪
積

栽培

農
家
数

栽
培
灘
積

栽
培
農家

数

栽
接

羅

遵計 667 700 113 44 511 639 239 66 991 701 51 15

石狩支庁計 !0 2 2 X 23 10 11 1 92 5! 2 X

札幌市計 7 X 1 X 18 7 9 X 64 24 1 X

爾区 7 X 1 X 15 6 6 X 52 21 圭 X

豊平区 一 常 昌 胃 三 X 1 X 6 1 一 曹

西区 一 P 引 一 1 X 2 X 3 2 常 嘗

清田区 曽 冒 卿 一 1 X " , 3 1 一 ¶

後志支庁 494 582 95 42 268 322 146 47 511 389 24 8

空知支庁 60 47 1 X 76 114 24 4 117 61 7 X

胆振支庁 16 12 7 1 36 64 17 2 74 43 3 0

上川支庁 41 33 曽 ■ 17 20 14 4 78 60 3 0

留萌支庁 20 5 3 0 35 39 17 6 55 48 6 0

出森>2005年 農林業 セ ンサスか ら筆餐作成。

部分 で行われている こうした果樹 や イチ ゴな ど果物 を含む都市農業 を、時間消費型 グリー ンツー リ

ズム を一つの切 り目 として地域の活性化 に繋げ ることは意義あ るもの と考 える。

3.地 域 イメージと地域 ブラン ド

(1>地 域 ブ ラ ン ドの 現 状

近年 、地域 づ くりの一環 として、地域の産品か ら 「地域 ブラン ド」 を作 る動 きが全国的に盛んに

な ってい る。地域 ブラ ン ドは、馳 域 の事 業者が協 力 して、事業 考間 で銃 一 した ブラ ン ドを用い

て、当該 地域 と侮 らかの(自 然 的、歴史的、風土的、文化的、社 会的等)関 連性 を有す る特定の商

品の生 産又 は役務 の提供 を行 う取組み(産 業構造審議会知的財産政策部会 「地域 ブラン ドの商標法

における保護 の在 り方について」 〈2005年〉)で あるが、2006年 に 「地域圃体商標鯛慶」が始 まり、

地域 ブ ラン ド作 りが さらに加速 した。

地域 ブラ ン ドの中では、農林水 産物 ・食品 を対象 とした ものが多 く、 これ まで地域 団体簡標の登

録査 定 を受 けた品 護の うち、半数以上が農林水 産物 ・食品 となっている。特に北海道の場合、第～

次産業産品 につ いては金国 シェアが高 く、「北 海道」 とい う地域 の もつ、冷涼 な気候 と土地 の広 さ

のイメージか ら、食のブ ラン ドに対する期待 も高い。

20072FJに 全国の消 費者約5千 入 を対 象に実施 した、 雛経魔業 地域研究所 の 「地域 ブラ ン ド
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583銘 柄の ランキ ング」は、毘願中 を含 む地域 ブラ ン ド(地 域団体商標 〉 と同綱度の創設以前 に登

録 されて いた文字 のみ地名 を付け ていた商標12銘 柄 を含 めた583銘 柄について、知名 度、体験 度、

地名 アピール度、商品力、地域独 自性、購 入意向の6項 目のス コアの偏差値平均で算出 した もので

あ る。 ここでは、食品が397銘 柄 と7割 弱 を占めている。

同調査 による と、「夕張 メロン」が地 名ア ピー1L度 と商 品力 で トップ にな り、総合 で1位 とな っ

てい る。 この 「地名ア ピール度」は 「この ブラン ドの地域名 にひかれ る罰合」 を表 してい るが、夕

張 メロンが地域 アピー ル度 に貢献 してい るの は、夕張 メロンとい うプロダク トブラン ドを長年にわ

た って独 自の贔質管理で守 って きた こと、9持 ちが しない とい う特性 はあるものの、 まず は道内、

特 に道内屈指の観光地で ある札幌で消費者 に支持 を得 たこと、そ して流通 にお けるインフラ整備が

大 きい。

北海道 の 「地域 ブラ ンド」 の認定 および患糠が地県 と比べ て少 ないのは、 もとも とバ レイシ ョや

玉葱 、小豆 な どは金 国シェアが とて も高 く、質鑑 的に他県 の追従 を受 けに くいとい う背景 もある。

が 、特 に農産品や水産 品は、個 別の地域名がつ くプ ロダク トブラン ドよ り、「北 海道」 とい うよい

イメージが先行 した 「北 海道ブラ ン ド」の存在が大 きい と考 える。

金国 レベルのブラ ン ドになるためには、夕張メロ ンの ように、生 食だけでな く果汁 な どを菓子 に

利 用する ことな ど、様 々な工 夫が必 要になる.同 じくビッグネームの 隙 ブラ ン ド」を もつ京都府

と比べてみる と、京都 府は京 野菜な どの第一次産品だけでな く、漬物 や菓子 、味噌な ど食品加工 さ

れた もの も多い。伝統工芸 と同 じように長い歴史 をもつ食晶加 工妓術 がある ことも事 実だが、それ

だ けで な く、京潜理 や夏の風物 詩であ る 「鴨川 の納涼床(飲 食 店が鴨111の川岸 に高 床の座敷 を作

り、料理 を提供 す る)」 な ど、文化 を生 か した取 り維 み もな され てい る。 この ように、地域 内の

r次 産 品」 「食 品撫 工」「サー ビスや景観」が側 別に発展す るのではな く、三位一体 となってブ ラ

ン ドを形成す ることが プラン ドを考 える上で重要であ ると考 える。

グリー ンツー リズ ムの場合 は、地域ブ ラン ドとは薩接の関係 はない ものの、その地に 認が向 く、

足が向 くものが必要で あ り、特 にIII,,<il品の場合 は、生産地域の イメー ジが重要であ るの は同様であ
みすまい と やま とよたき こ がね ゆ

る。札幌市南 区南西部 の藤野、簾舞、砥 由、豊滝、小金湯の農家 は、札幌市 とい う大 きな市場の 中

にあ りなが ら、市内 の1t1?[Xや近隣翻 町村 と比べ ると、栽培itn積などに不利 を抱 えてい ることはfUl述

した。特 に果物 の もぎIIIhは 、札幌rli/tiにとって も人気 のあ る レジャーで あるに もかか わ らず、後
そうべつ

志 の仁木 、余市 や腿振 の壮瞥 などの方が知名度 は商 く、札幌市 内で も果物 の もぎ取 りなどがで きる

こ とは、あま り知 られていない。 さらに主要 国道沿線 にあ りなが ら、国道沿 いに多数の果樹畑が広

が り、直 売所 や案内所 が国道に連 なる仁本 や壮瞥 など と異 な り、南 区のこ うした果樹 園が広が る景

観 は、国道 か らは直接望 めず、直売所 も(r]道か ら さらに細 いア クセス道路 に入 らなければな らな

いo

地 域 ブ ラ ン ドは、地 域 その もの の ブ ラ ン ド(RegionalBland)と 地域 の 特性 を生か した商 品

(ProductsBland)と か ら構成 される といわれ ているが、 どちらに して もそ こに注 昌して もらうに

は、 まず該当域 が内外 で どの ように捉 え られているのか把握 するこ とが重要 である。これを南 区西

部に当てはめて考える と、地域 の特性 を生 か した商品(農 産 品 ・加工 品 ・周辺観 光地)は 有 してい

るが、地域そ の ものを構 成する イメー ジが浮 かびに くい。そ こで、国道230号 の沿線 に時 闘消 費型

グリー ンツー リズムが実現で きるか、い ま一度地域 のイメージ を探 ってみた。
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(2>札 幌 市 南 区 にお け る 国道230号 沿道 の概 要

屡道230号 は、札幌市中央区北1条 醤4丁 目の嗣道12号 ・醤道36号 交差点か らせた な町の国道229
ヒデん に よ し よ う

号交差 点 まで を結 ぶ208.2kmの 国道 であ る。1870=Cに 東本 願寺の 薪道切 開事業 として、現 如 上
にん おおたにこうえいしょうにん

入、大谷光榮 上 人 を筆頭 に、尾去別 より平岸終点 まで1年3カ 月 とい う短期 間で完成 した ヂ本願

寺道路」が その前身であ る。!965年 に一般国X230一 となったが、札幌市内 は罰 名石 山通 りと呼 ば

れてい る。

国道230号 沿道の景観 は、藤野 までは商業施設が 多 く、飲食店やスーパ ーマーケ ッ トな どがa

に諏 し、住宅街がその背後 にある。簾舞 、豊滝 、小金湯 、豊平IIIを挾 んで 臨む地 区では商業施設や

住宅街 は ぐっと減 る。藤野、簾舞 、豊滝、豊平用 を挟 んで砥 由地 区(写 真 圭〉な ど今 回の調査対象

(xに入 るが、 そこは古 くか ら農業 が盛 んであった所 で、穀類 ・野菜 な どのほか、イチ ゴ、サ クラ

ンボ、 プラム、 プルー ン、ブ ドウ、 リンゴな どの果樹栽培が 、特 に山麓の豊 滝、砥 山で今 で も行 わ

れ てい る。

小金湯 を過 ぎると定 山'E31'1(}:(llllil<までは、変哲 のない山聞部の景観 となる。E31-7東2丁 目で国

X230%と 朝里綜か ら小樽驚へ 至る道道1号 に分 破するが、定 山渓 ダム とさっぽ ろ湖、朝黒峠近 く

の鷹際 スキー場 はこの道道!号 上 にある。

定 山渓 は支笏 溝爺 国立公 園の区域 内に位f鴛してお り、!866-、 美泉定由に より定山渓'19(IIIL泉が開1

した。1918年 にLl!l渓 鉄 道が開通 してか らは、札 幌の奥座敷 として、湯治場 とい うより遊興地 とし

て栄 えた。現在 では旅館 な ど33の宿 泊施設があ り、年問延べ240E入 の観光客が訪れている。

国道230号 は定l!a渓温 泉 を過 ぎる と山聞部に入 り、標r.`=`i831mの中由峠が、魏幌市爾区 と喜茂別i町

の境 目となる。中 由峠 を 罫り喜茂 珊町で、1?lmo?230と 鷹選276号 のジ ャンクシ ョンに入 り、n道

230号 は溝爺湖方面へ、国道276号 はニセ コ方面や支笏湖方颪へ繋が ってい く。

この ように国道230号 は、札幌寮 内では、市内 中心部 か ら南区の/11id、石 由 ・藤野 、簾 舞、豊1竜

(写真 ⇔ 團道230号豊滝付近から見た八劉出とW麓 の砥由地区の集落 と果樹園

右側の下砥嶽と左側の上砥山地区 を1999年1こ開通 した八剣山 トンネルが結ぶ。

..瀬N

一 一
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などの住宅地へ の通勤 ・通挙 のアクセス道路 であ り、定 山渓澱泉 ・中由峠へ の霊要 な トラフィ ック

機 能を もち、交通量 も多 い。 しか し、この国道 か6一 歩脇道 に入 る と、農業景観 が広が4)、 魂幌市

内中心部 か ら車 を利用す る と1時 間以内でアクセスnJ能 なこ とか ら、グ リー ンツー リズムの需要 に

応 じられる と推測す る。

(3>地 域 イ メ ー ジ の重 要 性 とラ ン ドマ ー ク

地域 のイメージが 、交流 に大 きな影響 を与 えることは、これまでの研究 で明 らかになっている。

絹中(1997)は 、よいイメージは、訪問者 ・観光客 な ど交流 入目の増繍や 人材誘致 、地域 の特産 品

の販売促進 な ど、外 からの資本導入 を促進 し、～方 で地域佐民 のコ ミュニティ意識 ・地域へ の帰属

意識高揚 に寄与す る としている。

イメージの重要性 は、地域活難化 だけでな く、あ らゆるステージで醤 われ尽 くしているはず なの

だが、意外 に地域 イメージを具体 的に共有す る機会が少 ない。

ジ ョン ・アー り一は、著書 『観 光の まなざ し書 で、ヂ私 たちは'拙 かけ で 周 囲 を関心 とか好奇

心 を もって眺 める。周 圏は私 たちの見方 に合 わせ て語 りかけて くれる、というか少 な くても語 りか

けて くれるだろ うと期待 する。」6)と 述 べてい るが、"出 かけて"と い う行動 を起 こさせ るため には

地域 のイメージが良 いことが 当然求 められる。

良いイメージを抱 かせ るには、適切 な'1発 信が必要 であるが、 そのベ ースと して生産者 を含 め

た地域住民が正 しく現状 を認識 して発信す ることが必要 とな り、その情報 の質と蟻 も吟味 しな くて

はな らない。 イメージと現実 の霜離 は、発/の 情報の壁 に もよるで あろ う。

箭述 の とお り地域 ブラ ン ドとしては全 国総合第1位 を誇 る 汐 張 メ ロン」 であ るが、「地名 ア

ピール度(こ のブ ラン ドの地域 名にひかれ る割合)」 は高い ものの、産地 である夕張市 自体 は、財

政再建 団体 に認定 され、夕張市が 「とて も魅力的」 と評価す る入は少 ない7)0

今 園の研究認 象地域 に選 んだフィール ドであ る札幌箏南Cの 八剣 山周辺の砥 山 ・簾舞 ・豊滝 ・小

金湯地 区は、古 くか ら野菜や果樹 を栽培 していた所で あるもの の、宅地化が進み 、作付面積 も広 く

ないこ とか ら、ほ とんどの農家 の経営 規模 は非常 に小 さい。 一部 を除 き直売所 や庭 先販売、観光

果樹 園、他 のvジ ャr設(パ ークゴルフ場や釣堀 など〉 を経営 しなが ら農業 を営 んで いる。地域

活・r化を7Fiす 任意 団体が 醐 くイベ ン トで次第 に知名度が上が って きたといわれ るが、地下鉄真駒

内駅 か ら車 で30分 足 らず という鈍離 にあ り、農産物や レクリエ ーシ ョン空 間などグリーンツー リズ

ムと しての地域 資源 を有 しているにもかか わらず 、地域 イメー ジが薄 い。

その理rUの 一つ と して、 もともと南 区は札幌欝の 人口の7.8%し か 占め てお らず、 さらに該当地

域 はその薗 区においてわずか3.7%(札 幌市総 入口の02%)の56!1人 に過 ぎない ことが挙 げられ よ

う。高齢化率 も20、5%で あ り、高齢化 と居佐人 口の少 なさが情報発信の薄 さに繋が ってい ると考 え

る。 さ らに、 それぞ れの集落が果樹や野菜 などの農産物 などを燦出 してい るのだが、農業や田園漿

観 をイメージ させ る地名 は少な く、露出度 も低 い。 国道230号 に もカン トリーサ イ ンな どはな く、

相対 的に地域 をイメージで きるものが微少であ る。

地域 イメージは景観 な ど可視的 な ものの他 に、往甕気 質 などの不 可視的 な ものがあ り、それ は

様 々な媒体 を通 して地域外 に受 けとられてい る。 さらに、石見利勝 ・m中 美子(1996>は 、入 々が

地域 に紺 して持つ イメージはある程度の類型化が可能であ り、それ に薄応 して イメー ジを表す シン

ボルが存在す ると した。つ ま り良い イメー ジが持たれてい る地域 には、 イメージの良い シンボルが
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存在 し、 シンボルの無い、あ るい は浮か びに くい地域で はイメー ジが希薄か不在、そ して知名度が

低い としてい る。

シンボル には ラン ドマー クなどの可視的 なもの、気候 などの不nJ視 的 なものがあ り、その地域に

固有な ものが シンボル となる。札幌布 を例 にとると、時計台や大通 り公園 は景観 だけで な く、ある

程度の魏幌の イメー ジをまとめあ げる#J二会的要素があ る。雪祭 りなどは季節約 なものであ るの にも

かかわ らず、雪の利活朋 とい う文化的 なイメー ジをまとめあ げる。 また不nJ視 的 なもの としては、

札幌の女姓 は強 くて開放的 だとか、札幌の人 は籍 しい もの妊 きであ るな ど、入的要素の強い ものが

ある。

今網の研究対象 地域の共逓 した もの を挙げ ると、可視 的な ものは 山、111、国遵230号 、不可 視的

な ものはr農 業が行われてい ること」r開 拓の歴史があ るところ」「田園の雰囲気があ るところ」な

どであろ う。 しか し、不 可視的 なものは解釈が欄入 によって違 うため憶測 を呼 びやすい し、可視的

な ものであ って も、豊=F/(1や畷道230号 に面 してい ない所 もある。 しか もその地域 に屠住 していて

も、興 味が持てなか ったh、 学習 しない と、地域の イメー ジとして結びつ きに くい と考 える。

ラ ン ドマー クは、航海者や旅行者の訪れる土地 にお ける方向感覚の 目印 にな るもので、国や地域

を象微 するシ ンボル的なモニュ メン トや建築、空問 を慧味す る。必ず しも高屡建築や薪 しい ものば

か りでな く、 自然 物やその地域の歴史的建造物等 も含 まれ るが、容易にそれ と気づ くことの禺来る

ような もの とい う意味で用い られてい る。

津川(2005)は 、ラ ン ドマー クを 「広義 に とらえる と地理 的窒開 におけ る景観 要素の一つ であ

り、人聞の行 動を支え、地域の シンボル にな るなど多;岐に及ぶ特姓が存在するJと 述べている。そ

れに よる と、人間は 自然環境に順 応 しなが ら歴史の串で祉 会生活 を営んで きたので、 こうした地理

的空 問における生 活の場 が成立 し、様 々な景観が形成 されて きた。人聞 と景観 との関係は密接な も

の とな り、記憶 や原風崇 となって掴 々入の空問 イメー ジを形作ってい くとしてい る。

さらに津用 は、「人 聞の視 覚は量観 を捉 えるため に色 や形 、明階 を判断 し、各種の景観要素 を認

知 ・認識 し、 その過程 で人 々は特異 点 を各種 ラ ン ドマ ー クと して認 識す る」 と、nJ視 的 なラ ン ド

マークの重 要性 について説いた。 また 「地域 の景観は各種の景観要素か ら成 り立 ち、顕著な景観要

素 は地域 のシ ンボル として位置づけ られ、地域性 を育む要素 として重要な役割 を果た している。そ

れ らはラ ン ドマーク として認識 され、ア イス トップ として認識 レベルの違いはあ るにせ よ人々の空

間行動 を支 え、地域 のアメニテ ィ要}f;Gも なるJと 、 ラン ドマー クの重要性 も説いてい る。

そ こで、対 象地域 には、遠景 と近景 で違い はある ものの、r八 剣lll(観 音岩 山〉」(写 婁辺)は 、

いず れの地 区か らも見えるので、 これ を地域 の共通す るラン ドマー クに し、該'Li域 の シンボルに

する ことに より、地域 イメー ジの定 藩化 を図れるので はないか と考 えた。 この仮 説 を検証す るた

め、この地域 には、八3i1C_Uとい う名称 の付 いた地名はないため、それ を地域の共逓のシ ンボル とし

た場合 、 どの くらいの認知 度があるか、 自分 達の地区の シンボル として どれ ぐらいの思い入れがあ

るかを含 め、ア ンケー トに より可能であるか を調査 した。

(4>八 剣 山周 辺 の イ メー ジ

ア ンケー ト調査は、200ア年8月 か ら9月 にかけて7日 聞、札幌市南 区豊滝424-1の 道路情報館 で

実施 した。 この情報館 は、zu230に 面 してお り、札幌方廊 か らは簾舞 地区 を経て、定 由渓方癖

か らは小金湯 を経 て、豊 滝地猛の入 りnに あたる場所 にある0さ らに豊平111を隔てて砥山地区 と、
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(写真2)道 路情報館か ら見た八剣山(観 音岩W)

八剣LLI(観 音岩 山)は 標高498m、 国土地理院の地図には2つ の名称が併記される山である。豊平川に

藤 して、山の中腹 までは林、山頂付近にはが剣の ように鋭角な岩を連ねてお り、切 り立 った岩場は、南
のこぎり

翼 か ら見 る と 鋸 の刃 の よ うな形 を して い る。
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道路情 報館が、八剣 由が背後 に迫 るこの辺一帯 の中目地点であ ることか ら、国道230号 の利用者 の

地域に対す る外部 のまな ざしの調査 を行 なった。ア ンケー ト総数985件 、 その うち札幌市 内居住 者

が全体 の60.6%、 道 内居住者が27.9%を 占め、 国遵利 用 目的では、観 光 ・レジャー 目的が、全体 の

75.2%を 占めた。

それによる と地域外 の入達 によるこの地域 のイメージは、「入里 ちか くにある由(里 山)」、raと

山のあいだ(由 聞部)」、「奥 の深 い山(深 山刀 と続 いた。前 年の予備調査 で も岡 じよ うな傾 向があ

り、通 りすがhの 旅行 客に とって、里 山や山間部 な どの山のイメージが強 く、農業 地帯 や田園地帯

とい うイメ ージは低 い。

さ らに八剣llaの認 知度を計 った ところ、ド当然知 っている ・知 っている」が約27°,6、「名箭 はfい

た ことがあ る」が23%、 「知 らない」が49%で 、実体 を知 らない入が半数 以上を 占めた。南 区には

最 高峰 であ る余毒 岳(1488m>を は じめ と して、無 意根 山(1464m)、 札幌岳(1293m)、 空沼岳

(1251m)、 鳥暢子掻(1!09m)な ど1000m級 の11-Ihと、砥石LLI(826m)、 硬石 山(371m)な どが あ

るが、やは り札幌 市 申心往テか ら眺め られる藻岩山(531m)やFLJU_i(225m)、 手稲 山(1023m>と

比 べる と札 幌市 民で も識 別が難 しい ともいえる。

しか し、このアンケー ト調査の最 中に、八剣 山に興味 を示 した人 は多 く、数々の質問を受 けた。

情報 の,1;し方 によって八劒 山の知名度が あがる可 能性 を実感 した0

また、瞬年9タ彗に簾舞1条2丁3に ある 「簾舞逓行麗(1871年 の本願守道路 の完 成に伴 い、開拓

使に よって°IL}?1+Lされた宿 泊休憩 施設、その後麗守 を務 めた黒岩家 のi1.宅となった)」 現簾舞郷土 資

料館 で開かれた 「通行屋 まつhJで 、来場者 に同様 のアンケー ト調査 を行 なった。 この祭 りは、札

幌市有 形文化財 に指定 されている 「簾舞逓行屋」 の広報 と、ステージシ ョーや地元 の農産物販売 を

通 じて地域 の交流 を図るイベン トで、近 隣の地 区か らの来訪者 が多 い。
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アンケー ト総数13!件 の うち82T'-f-(62,5%)が 簾 舞、砥 山 ・豊滝 ・藤野 ・小 金湯地区か らの来訪

者 であ り、南 区金体 で は109件(83%)と 、地 元の居佳 者が 占め た。 それ に よる とこの地 域の イ

メージは、「入墨 ちか くにある山(里 山)」 が圧倒 的に多 く、農村 、田園地帯 、山村 な どが拮抗 して

いる。

さらに八剣 山の認 知度 は、縷 然 知って いる ・知 っている」が約86°0、「名前は聞 いた ことが あ

る」が90aで ほぼ住民 は認知 している と思われる。

また、八剣 山につ いて、地域の シンボルになる と思 うか を問 うた ところ、「地区の シンボルにな

る と思 うので、大切 に してい きたい」が83%を 占めた。

地1住 畏が 多いため、農業従事 春 もお り、農業地欝や欝園 とい うイメージの測答が多かった7能

牲 はあるが、講 年に簾 舞小 学校 で閣かれた町内対抗運動会で41様 の アンケーhを 実施 し、そち らに

も同 じような傾向が見 られた。

また、flit述の外部 のイ メージの結果(里 山や山間部、深 山が多 いこ と)に つ いての感想 と して

は、r外部 の人の イメー ジした ところは正 しい と思 うし、 階分 もそ う思 う」が7割 を占めた。

内部 と外 部の イメー ジの乖離は、地域住民 に してみ ると強購 なアイデンテ ィテ ィ(自 分の所は一

番良い、な ど)が もた らす もの と、 自信の なさ(絹 舎で なにもない、 など)が もた らす ものがあ る

と考える。外 部か らの まな ざしについて は、今團 は八剣 山地 区を百的 と して来た人 は少 な く、 ほぼ

通過客が 占めている と思われたので、あ る程度 隠答 しやすい イメー ジを表記 した関係上、多少の偏

りが生ず る。 また、条件 をあ わせて比較す るため に、内部調査の ほうも、CaL"現 に したことによ

り、完金 なもの とはい えないが、双方の アンケ ー トか らは、この地域 の ド里 山」 というイメー ジは

共通 してお り、八剣 山が地域 シンボルと して地元で は認識 されているので 、外部か らも情報の 出 し

方 いかんで シ ンボル と して認識 され る可 能性が ある と考 える。「里山」や 「由」「由村」 とい うイ

メー ジは、過疎地の ようなマ イナスイメージは少 な く、八剣 由の形 も非常 にユ ニークで覚 えやす い

ものであ るので、十分 に勤!癒 どのシンボルとなるラ ン ドマークであろ う(表3・ 表4)。

蓑3地 域の風暴 などから感 じるイメージ(複 数園答)外 部 ・内部比較

地域 の風景 な どか ら感 じるイメージ 地域外 部(情 報館)

件 数/割 合(%)

地域内部 樋 行崖)

件数/割 合(%)

人里 ち か くに あ るl!l(塁 山) 348/39.32 72/54.96

奥 の深 い山(深 山) 219/24.74 7/5.34

山 と由のあいだ(山 聞部) 221/24.97 14/!0.68

Il_1と山 の あ い だ に あ る 集 落 地 帯(山 村) 87/9.83 16/12.2!

田や畑 のある農業 地欝(農 村) 49/5.53 17/12.97

いなか(田 園地葡 67/7.57 !7/12.91

住宅地(都 市郊外) 36/4.06 !4/!0.68

過疎地 !8/2.03 00

その他 15/1.69 2/1.52

無圓答 15/1.69 3/2.29
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表4八 剣山(観 音岩山)の 名称の知名度外部 ・内部比較表

八剣山(観 音岩山)の 名称の認知度 地域外部(情 報館)

件数/割 合(96)

地域内部(通 行屋)

件数/割 合(%)

登った ことがあるので当然知っている 45/5.08 50/38.16

知っている 195/22.03 63/48.09

名 前は聞いた ことが ある 204/23.05 12/9.16

知 らない 436/49.26 6/4.58

無回答 5/0.56 ofo

また 、それぞれの調査 において、 この地域で どん なものが生産 されていれば買い求め るか を複数

醸答で問 うた ところ、圧 倒的にrく だ もの」が挙が った。その他、 トマ トなどの果菜類やキ ノコな

どの林産品 にも注 目が集 まってい る。通行屋で も、地域の農産物 を祭 りで販売 していた とはいえ、

同 じような結果が出ている。

さらに、情報館 で新 たな資源 につ いて複 数圏答で問 うたところ、「ア ウ トドアスポーツ(登 山 ・

ラ フテ イング ・乗馬 ・釣 ・カヌー ・そ の他)」 と 「温泉」が多 く、逆 に 「貸農園」や ギガー デニン

グや家庭菜 翻な どの講習会 」はい まひ とつのFI答 結果 であった。地域 のイメージが里 山 とい うこと

か ら、アウ トドア活動 を楽 しみ たい とい う期待 が多 いので はないか と思 われる。

また、情 報媒体 と しては、「パ ンフレッ ト」 と 「インターネ ッ トサ イ ト」が群 を抜いてお り、や

は り外部訪問者 にとって、地域総合 とmカ ルな情報 の双方が必要 であ り、コアな情報 まで は触手

を伸 ば さな くて もよい よ うに も考える。ただ、「カー ナ ビゲー ション」は道路情報館 でア ンケー ト

調査 を した影響 も大 きい と思 うが、黒 由や山 などで は、 カー ナビにグリー ンッー リズ ム情報 を入れ

てい ると便利であ ることを示唆 してい るのでは ないだろ うか。

さらにワンス トップす る場所での精報 として、避路情報館で、 トイレ利用や道路情報のほかに、

どの ような情報が 必要 か調査 した ところ、「農産物 直売所jr温 泉」「イベ ン ト情 報」の 数値が 高

い。観光情報 として も 「八寅畦山地 区(上 砥 山 下砥l!!小 金n(iii豊滝 簾舞)」 やr札 幌市南 区西

部(定 山渓、 中1-L峠)」が必 要 とい う声が 多 く、地域 のみな らず、隣接 した地区の、気軽 に参煽 で

きる ものを求めている と推測 で きる。

(5)隣i接 す る 定 山渓 温 泉 の イ メ ー ジ

八剣 山周辺 の地域 のイメージは、「人羅 ちか くにある山(里 山)」、「山と山のあ いだ(山 間部)」、

r奥 の深い山(深 山)」 であ るが 、そこか ら車で15分 の ところにある年問240万 人観 光入込客数があ

る定 山渓灘泉の イメージは、どの ようなものであ ろうか。

2006年 に、定 山渓の宿 泊機 関の従業 員 と地域住 民 の175名 に定 山渓 の ラン ドマー ク を挙 げて も

らった ところ、か っぱ像の認識が群 を抜いて高 く、泉源公園、月見橋、二見吊橋 が拮抗 す る結 果 と

なった。 また、地域の ラン ドマー クへの思い入れは、 シンボル として大切に したい と思 う一方で、

八剣山の ように統一 した ラン ドマー クとして絞 れなかった結 果、思 い入れについて も多 少違った結

果 とな った(表5・ 表6)。

定山渓観光協 会は1965年 に、「かっぱ」 をイメージシ ンボルに した まちづ くりを始 め、「かっぱ」
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表5定 山渓のラン ドマーク(複Q答)

定山渓の ラン ドマー ク 件数/割 合(%)

R
Jai.橋 25/14.28

朝 露岳 6/3.42

源泉公園 33/!8.85

夕 日岳 4/2.28

湯の滝 15/5.57

三笠山 4/2.25

二 見つ り橋 22/12.5%

定山渓小天狗岱 圭/0.57

岩戸観音堂 17/9.7!

定山渓天狗岳 4/2.28

かっぱ像 84/48.0

その他 13/7.42

思 い浮か ばない !3/7.42

ラ ン ドマ ー ク は な い !7/9.71

表6定 霞渓 の ラ ン ドマ ー クにつ い ての地fで の思 い入 れ

定 山渓の ラン ドマ ークにつ いて、 どのよ うに考えるか 件数/割 合(%)

地 区の シンボルだと思 うので、大切 に してい きたい 98/56.0

地 区の シンボルになるとは思 うが、たい して思 い入 れが ない 44/25.1

地 区の シンボルは必要 ない 4/2.28

その他 6/3.42

無回答 21/12.0

はfや イラス トな ど様 々な所 で使 われて いる。定 由渓観 光協 会 に よると、二見 昂橋上 流付 近 に

「カ ッパililJがあ り、1991=1札 幌了1眠か ら募 集 した アイデアを もとに、道内外の彫刻 家に よって メ

ルヘ ンカ ッパ像 が制作 され、23箇 所 に設遣 された。

定山渓温 泉は1996年 に 「健康保養地宣=tを 行 ない、2003年 に新た なまちづ くりと して、地域の

観光関連事業i、 町内会、佐民な どが中心 とな った ヂ定 山渓瀟腺 まちづ くり委員会」が立 ち上が っ

た。2004年 度 に策定 された 「定l!l渓まちづ くり基 本 ビジ ョン」で、活姓化 に向 けた基本方 向 とし

て、地域 自ら取 り組 む まちづ くり、地域 住民の豊かな暮 らしを配慮 した まちづ くり、来訪者 と地域

住畏が 交流 で きる まちづ くり、新 たな顔づ く り事業 と して地域の新 しい シンボル ゾー ンの設概 を舞

ち出 し、定由渓温泉 におけ る広域 的なグ ラン ドデザ イン(ゾ ー ン区分)を 作成 した。 「温泉観 光地

活性化 モデル事業 ア クシ ョンプラ ン」 では、「シ ンボルゾー ンの整備(源 泉 と由野草0)公 園)」 「由

野菓 の まちづ くり」r自 然体験 学校か っぱ塾 の充実化」 などを行 なって きてお り、定 山渓温泉 の将
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来像 と して 「お湯 と山野草が まち と人 を結ぶ快適で楽 しいまち」 を 目指す こ とになっている。

2005年 の定山渓温泉 まちづ くり委員会 と観光協会が行 なった アンケー ト調査 によると、シンボル

ゾー ンの施設 イメー ジは 「温泉 情緒 のあ るイ メージ(75件/30.2%)」 「か っぱの イメー ジ(43件

/17.3%)」 「源泉の イメー ジ(35件/14,1%)」 が多 く、「山野草の イメー ジ(23件/9.31%)」 は当

蒔か らイメー ジとしてはあ ま り強 くない。

山野草 に よる まちづ く りは、定由渓の 自然資源 を生かす とい う点で 、他の温泉 との差別化 を図 る

ために行 なわれているが、温泉や由野草は 「癒 し」の イメー ジに繋が るとはいえ、35年 あま りも続

いた カッパのモチー フか ら新 しいr定 山渓温泉」の地域 イメー ジと して地域佳民 レベ ルまでに定着

するには、 まだ まだ時問がかかる と考え る。

一方
、訪問客のイメー ジ把 握については、ア ンケー ト調査 を実施 しなか ったため、 プログを禾IJ

して傾向 を探ってみた。

Googleの プ ログ検索 を利用 し、「定 山渓」 をキーワー ドに抽 出 し、 さらに定由渓 にあ る観光資源

名 をそ れぞれの$一 ワー ドで絞 り込み を してみた ところ、定 山渓で抽 出で きたプ ログ2万7899件

申、「足 湯」が1197件 と一 番多か った。 山野草 は20件 、泉源公 園は451`{=であ り、まだ まだ この新 し

い コンセプ トが訪問客 に伝わ ってい ないのでは ないか と考 える。

また、 プログに掲載 され ている写真で は、 自然景 観 と して は 「中山峠」「山(天 狗岳 など)」「定

由渓や豊平峡 な どの渓谷」が 多 く、人工物のあ る景観 として は、「足湯 や手 湯」「カ ッパ像」「ホテ

ル などの建物」 「定 山渓 ダム」が多い。定 山源 泉公園は足湯の写真 な どにあ るものの、山野草 につ

いては数枚 程fし かみあた らなか った。ブbグ の写真で傾向 を捉 えることは難 しいが、定 山渓の イ

メージ形成が どの ように展開 されているかの過程 において、 こうい った調査 も必要で ないか と考 え

る。

4.八 剣山 を地域の シンボル と して利用 した地域 ブラン ドづ くりと課題

今回調査 した地域は、簾舞、砥由 ・豊滝 ・藤野 ・小金湯 とい う歴 史あ る地名 を保窟 してい るが、

それぞれの地名だけでは、なかなか地域の イメー ジが外部に伝わ らない。特 に観光農園や レジャー

施設、観光施設はその地域への誘客が必須であ り、ア クセスの確 保 と剛 寺に強力な イメー ジの発信

が必要 となる。幸いに、 この地域は 「里山」な ど由の景観の イメー ジが内外で共通 してお り、内部

と外部の イメー ジの乖離 も少 ない。

特に農産贔においては 「塁山」の イメー ジ自体 がそれ を損なわない上、最近の 「癒 し」 など心の

ゆ と りを求める生活感覚に対 し、 この地区の景観はプ ラスに働 くと思われ る。

闘題は、～1コに 「里山」 といって もその解釈は様々であ り、特に北海道の場合、本州の集落に接

した1.0や林が形成す る所で、継続的 に人間の手が入る もの とは異な る。北海道での里山は、落ち葉

な どの堆肥科用な ど農業 とのかかわ りあい とい うより、特に都 市部郊外ではハイキ ングや山菜狩 り

な どの レクリs一 シ ョンで親 しんでい ると も轡え るだろ う。 この よ うに関 わ り方 が異 なるため、

「羅山」 とい う言葉 での表現は憶測 を招 く恐 れ もあ って難 しく、へ たをする と金太郎飴 的な発想 に

終わって しまいがちである。そ こで八剣l!lとい う特微的な山 を共逓の シンボルに して、地域ブ ラン

ド名や ロゴマー クに利 用 し、連携 して発信 してい くこ とを提案 したい。

津川(2005)は 、 ラン ドサイ ンは、ラ ン ドマー クにおける空間的認 知対象の一つである とし、地

理的窒 間にお けるサイ ンや シンボルと して、また、都市や地域の アイデ ンテ ィテ ィや レジ ビリティ
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(legibility=わ か りやす さ)を 高め る存在で ある と述べて いる。 また、地域 にお ける地理 的空聞の

演 出やアイス トップな どとして、人 々に特劉な感覚 ・感情 を喚起す る餐象であ ると してい る。

ラ ン ドサイ ンは、記 号 ・サ イン(文 字 ・図 ・ピク トグラム)で あ り、標識や看板 などで、案内 ・

誘導 ・記 名 ・制御 ・広 告な どの情報 を伝え るもの、その媒体 と位置づ けられてい る。 日本では、 カ

ン トリーサイ ンや京都 の大文字な ど五山の送 り火(船 形 ・鳥居形他)な どがそれ にあた る。 カン ト

リーサイ ンは、 まちの シンボル と市町村名 を一体化 した標識で、遵路の ラン ドマー クの ひとつ と し

て市 町村 の境 界に設遣 されているが、八鋪山付近は宙町村の境界線 には遠 く、 カン トリーサ インは

設 羅されていない。 また、八剣 山は聴徴のある由であ るが、その山の名称 などを示す ラン ドサ イン

がな く、眺望を楽 しめる ような ビューポ イン トの整備 もされてい ないため、車 などが寄せ られ ない

こ ともこの地区のイメージの印象 を薄 くしてい る要闘の一つであ ろう。

地域 の人達の八 剣由の思い入れが強い ことか ら、 シンボルとす る合意形成への道の りは険 しくな

い ように考 えるが、課題はそれ をどの ように地域 イメー ジに結 びつ け、誰が、 どの ように発信 して

い くか、その フ レームづ く りと隅時 に、国道230号 になん らかの ラン ドサ イ ンを設 遣 し、八剣 山を

知 らしめるこ とが必要 になる。

現 在国道230暦 の喜茂 別町側 はシーニ ックバ イウェイのニセ コ ・羊蹄エ リアに入ってい るが、札

醗 布測で も2006年 、爾 区芸術 の森 地Cの 住民 が住民 ワーク シ ョップや景観つ くリイベ ン トを「粥催

し、翌年 、区内の各種 鑓体に よって 「札幌市南区 シーニ ックバ イウェイ検討協議会」が設立 され て

いる。これ らの流 れを兇なが らも、八剣由周辺独 自の共逮 ロゴマー クなど、地域が一体 となった取

り組 みが 求め られる。ICJf的 な報三格 を持つ といわれ る農村 コ ミュニ ティと、 強地や住宅地 などの比

較 的新 しい コミュニ テ ィが どの ようにラン ドサ イ ンな ど、地域 イメー ジつ くりに協 同 してい くか

が 、課題 となるだろ う。

地域 名に知名度がない場合、 また 「札幌」の ような巨大 ブラン ド傘下 にいると、農睦品 などは燗

別の地域 ブラ ン ドに しに くい。 この ような場合、 こう した共通 した シンボルを利用 して、新 しい地

域 のイ メー ジをつ くる ことがnJ能 であれば、そ こでで きた小 さな地域 ブラン ドを、国道230号 とい

う線 で結 び、t111渓 とい う7inih資源や集客交流の場 に結 びつ けること もで きるだろう。

現 在、定山渓 と砥山地区の農家 と堆肥 を利用 した農産物の販売が行 なわれ てい るが、 こういった

取 り組み はすで に各 地で実践 されてお り、「エ コ」 だけではイ ンパ ク トが弱 い。定l!l渓か らは八剣

山は望めないが、車で15分 の ところ にあ るこれ らの地 区の 「里 山」 イメージは、景観 だけでは他 の

温 泉 と差 鴉がつ きに くい定由渓温泉の広域的 なイメー ジづ くりにも寄与で きると考 える。

地域イメージは 「人 びとの地域 に関す る誇 り、居柱地への愛着意識」 とい うコ ミュニ テイアイデ

ンテ ィテ ィに深 く結びついてい る。 まちづ くりには、協議会 な ど多数 の関係機関が係 わるが、 ある

麟、利害関係を持つ者がその構成員であ ることが多い。無論、地域の活性化 には地域経済 を循環 さ

せ る取 り組 みは必要であ り、そ こか ら生 まれ るコ ミュニ ティビジネスは、経 済のみ な らず生 きが い

の翻出に もつながる。 しか し地域への愛着 をどの ように次iu_一代 に伝 えてい くかと考 えた とき、地域

についての理解 を深め る学習 を小学校の低学年で行 なってい るが、 その成果 を地域 に還元す るー機会

はそ う多 くはない ようにみ える。
やましろ

ここで参考になるのは、京都蔚 山背古道協議会 の取 り組み である。 山背古道 は城 腸市 、井手 町、

山城町、木津川市 を結ぶ古道だが、共通の カン トリーサ インは地元 の小学生 な どが デザ イ ンした も

の を使っている。 こうい った地域の小学校 との連携 も、 コ ミュニテイアイデ ンテ ィテ ィを深 める一
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つの要素であろ う。

近年の グリー ンッー リズム を概 観する と、都市住民の ビズ ィー な生活か らスmな 生活への ライ

フス タイルの見直 しが確実 に始 まってい ることが実感で きる。札幌 は日本で5番 薄に大 きな都布で

あ りなが ら、緑が多 く康然環境 に恵 まれてい る。 しか しその ような中で も、fや 緑 に求め る癒 しの

ニーズ は高い。都市農業 は 「食」の提供 だけで な く農ueppと の 「ふれあい」やそれ を提棋す る地域

との交流がや は り必要であ り、八剣 山地域の活性化のみな らず、札幌市全体の活牲化 に欠かせ ない

もので はないだろ うか。そのため にも 「農のあ るまちづ くり」 にお ける地域の イメー ジは重要であ

り、その一つの方策 と して、住民 と生産者が イメー ジを共有 し、連携 して それ を活か してい くこと

が、今求め られてい ると考 える。

油

1)内 糊麿政府広報室r観 光立 岡に関す る特 騎世論調査」 は2004年6月 、全 国20歳 以上3000人 を

対 象に行 なった もの。 圃収=469.2%。

2)2007年 く平 成19年)3月 の 「グ リー ンッー リズムの展開方 向(農 林水 産省)」 で は、 グ リー

ンッー リズム を 濃 山漁村 地域 において、 自然 、文 化、人 々の交流 を楽 しむ滞在 型の余暇活

動 」 と位置付 けている。

3)2004(平 成16)年10月 「道民意調査」 グ リー ン ・ツー リズム握 当農政部 農村計 画課。調査対

象は道内 に居焦す る満20歳 以上の個人 で、250地 点での郵送法 による調 査 を行 なった。標 本数

2500中 、標本 回双数1513で 有 効國収 数は60,5%。

4)2005(平 成17)年11月 「都丁盲と農山漁村の共 生 ・対 流に関す る世 論調査」。調査対象 は全 國

20r以 上の者で、調査員に よる個別面接 聴取に より、標本数3000中 、標本圓収数1746で 有効Q

8又数`ま58.2%。

5)2005(平 成17)年 度 「グリー ン ・ツー リズムニーズ調査(交 流意向調査)お 調査の対象は、

首都圏30㎞ 圏 内に居住 する40歳 以上70歳 未満 の男女で、標本数850、 有効 回答 数792、 回収率

93.2%。 結果は、下記の通 り。

○ 「希望窮泊 日数」は 「2泊3臼 」が最 も多 く51.3%。3泊 以上 も26.7°n。

○ 濃 村地域への旅行」の同行者 はr夫 婦」 また は 「家族 ・親戚」が 中心。

○ 「交流 ・体験」 よ り農村の 「環境 ・資源」 を楽 しむ志向性が高い。

○ 「リフレッシュ」 と 「食事 ・買 い物」が上位 を占め る。

○ 「農村地域への旅行」の希望は24.6°0。

6)ジ ョン ・アー リー 『観光の まなざし毒 撫太宏邦訳、法政大学 出版局、2006年 、2頁 。

7)「 地域 ブラン ド調査2007(ブ ラン ド総合研究所)」 によると、財政再建団体 に認定 され た夕張

r15の情報接触度(夕 張市の情報 をこの!年 間で 「何度 も見聞 き した」 人の数)は73.9%を 占め

るなど!000布 の 中で トップとなった。 ところが、認知度 は急上昇 したもの の、魅力度が11.7点

か ら9.5点 へ と低下 している。特 に 「ぜ ひ住 みたい」が1人 もいなかった うえ、70.9%が 「あ

ま り住 みた くない」 と答 えるな ど、罵伎葡 での評癌が極 めて低 くなっている。
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